
　
　
　
第
＋
瞬
断
　
　
紹
　
　
介

育
の
平
家
統
講
論
を
生
す
る
に
至
り
し
事
か
瓦
る
學
議
論
の
嚢
蓬

に
封
蔵
す
る
藩
嚢
の
嚢
達
は
そ
の
方
針
を
入
文
主
義
よ
り
費
科
主

義
へ
韓
議
せ
し
む
る
、
こ
共
に
寺
小
屋
教
育
法
が
藩
嚢
に
浸
入
し
同

時
に
簾
民
に
封
ず
る
藩
嚢
の
解
放
が
行
は
れ
そ
の
間
に
郷
學
の
嚢

鳴雄
を
見
九
が
こ
れ
ぞ
公
海
校
観
念
の
實
現
を
意
味
す
る
も
の
で
あ

る
ぐ
」
し
次
い
で
寺
小
屋
敏
育
の
本
質
を
顧
み
て
こ
れ
を
初
歩
的
庶

民
的
な
り
、
こ
し
最
後
に
寺
子
屋
の
普
及
を
論
じ
て
そ
の
四
達
が
寝

業
の
雛
濟
燦
活
ミ
併
行
的
關
係
に
あ
り
し
事
及
庶
民
の
文
化
的
欲

求
の
維
え
ざ
る
向
上
に
よ
る
も
の
、
こ
し
た
。
如
上
の
見
解
は
近
世

庶
畏
教
育
の
性
、
質
に
直
す
る
略
安
當
な
る
把
握
、
こ
す
べ
く
著
者
が

日
本
教
育
愛
冠
そ
の
他
の
い
は
ゴ
有
り
ふ
れ
た
る
資
料
に
よ
り
っ

つ
こ
の
業
績
を
翠
け
ら
れ
た
事
は
最
多
ミ
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
な
ほ

著
者
が
研
究
の
中
心
、
こ
す
る
ミ
こ
ろ
は
才
気
物
で
あ
り
本
書
は
済
、

の
序
論
を
な
す
も
の
で
あ
ら
う
。
四
燈
を
以
て
完
結
せ
ん
，
こ
す
る

そ
の
研
究
の
速
か
に
戒
ら
ん
こ
「
こ
を
切
望
す
る
。
（
菊
判
四
五
八
頁

東
京
刀
江
嘗
院
糞
行
、
償
四
、
二
〇
）
〔
肥
後
〕

　
　
働
8
げ
①
　
○
O
o
毎
ゴ
9
μ
富
。
鴫
H
繕
物
　
U
ぴ
諸
・
b
ω
磐
押
磐
毛
ρ

　
亜
米
利
加
イ
ェ
ー
ル
大
疑
喫
學
科
教
授
ド
ク
ト
ル
朝
河
貫
一
氏

　
　
　
　
　
　
第
三
搬
　
　
一
二
〇
　
（
　
四
殴
二
）

の
多
年
の
．
勢
窪
で
あ
る
入
凍
院
磨
婁
の
英
澤
が
、
同
大
學
歴
史
鵬

版
物
の
第
十
三
冊
、
こ
し
て
薄
行
さ
れ
た
。
入
管
院
文
書
は
、
そ
の

含
む
交
書
種
類
の
豊
冨
の
故
に
、
叉
年
代
の
前
後
多
年
に
亘
れ
・
、
3

故
に
、
臼
本
封
建
制
度
の
研
究
に
恰
好
な
る
資
料
を
提
供
す
る
。

こ
の
見
地
か
ら
朝
河
配
は
往
年
蹄
朝
の
際
親
く
同
家
を
訪
ひ
文
書

の
原
本
を
精
査
さ
れ
た
成
果
を
以
て
、
封
建
翻
度
そ
の
も
の
に
つ

い
て
よ
り
正
し
き
理
解
を
得
る
爲
に
我
國
の
そ
れ
に
比
較
資
料
を

求
め
ん
ミ
す
る
西
洋
の
漁
者
達
の
要
求
に
慮
じ
て
、
叉
彼
等
。
か
我

國
の
封
建
翻
度
を
僅
か
に
我
國
の
學
者
の
著
作
を
通
じ
て
知
る
に

す
ぎ
な
い
不
満
を
満
す
儒
に
，
始
め
て
此
代
表
的
資
料
を
提
供
し

て
そ
の
直
接
研
究
に
役
立
て
ん
ミ
試
み
ら
れ
九
も
の
が
本
書
で
あ

る
。
從
っ
て
本
書
は
文
艶
あ
忠
實
な
紹
介
を
主
た
る
目
的
、
こ
す
る

も
の
で
あ
っ
て
、
文
書
の
上
に
組
立
て
ら
れ
た
氏
の
研
究
戒
果
は

こ
れ
に
豫
っ
て
期
待
さ
る
べ
き
で
は
な
く
、
各
自
の
研
究
に
よ
っ

て
學
説
を
組
立
て
ん
、
こ
す
る
墨
者
に
そ
の
源
泉
を
提
供
せ
ん
ε
す

る
も
の
で
あ
る
。

　
醐
六
倍
朝
四
四
二
頁
、
最
初
の
滑
六
頁
は
南
九
州
の
地
理
的
文

化
的
特
性
、
島
津
蕪
、
島
津
家
、
澁
谷
家
、
入
組
院
、
入
來
院
文
龍



の
項
に
就
い
て
の
豫
備
知
識
が
記
さ
れ
る
。
次
に
四
十
涯
頁
を
高

し
て
文
書
に
見
え
た
封
建
制
度
上
の
種
々
の
要
鮎
一
土
地
の
起
原

ミ
愛
遷
に
つ
い
て
、
新
雪
の
領
主
胡
互
の
・
領
脚
こ
將
軍
－
こ
の
、

朝
廷
、
こ
の
閥
に
鑑
じ
る
種
々
の
開
係
に
つ
い
て
、
政
治
的
、
法
制

的
、
経
濟
的
、
制
度
に
つ
い
て
等
、
封
建
制
度
の
中
に
内
在
す
る

事
象
に
就
い
て
の
索
引
が
作
ら
れ
て
み
る
が
、
そ
の
際
西
欧
封
建

鯛
度
に
就
い
て
造
詣
深
き
著
者
は
こ
れ
ら
ω
黙
に
就
い
て
爾
者
の

（
特
に
黙
契
西
、
こ
）
間
に
存
在
す
る
差
異
に
つ
い
て
有
盆
な
指
摘
を

試
み
ら
れ
て
み
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
文
書
は
そ
の
持
つ
内
容
の
総

て
の
方
面
か
ら
観
察
さ
れ
、
人
は
之
を
埋
る
事
に
依
っ
て
こ
の
文

書
に
示
さ
れ
た
日
本
封
建
制
度
の
特
質
に
就
い
て
善
き
理
解
を
持

ち
得
る
で
あ
ら
う
。
而
か
も
こ
の
示
唆
に
富
ん
だ
記
蓮
す
ら
も
、

著
者
は
た
ゾ
資
料
そ
の
も
の
瓦
提
供
を
穏
的
ミ
し
て
學
者
各
霞
の

研
究
を
挨
つ
上
か
ら
一
の
試
み
に
す
ぎ
な
い
、
こ
謙
遜
さ
れ
て
る
る

が
、
文
書
を
死
物
ミ
し
て
で
な
し
に
實
際
崖
活
の
記
録
ミ
し
て
取

扱
ひ
、
そ
れ
を
か
Σ
る
つ
Σ
し
ま
や
か
な
形
式
で
示
さ
る
・
著
者

の
門
訴
的
良
心
の
閃
き
を
見
て
擦
謝
を
捧
げ
ぬ
も
仙
は
あ
る
ま
い

次
に
文
書
研
究
に
使
周
さ
れ
た
書
籍
巳
録
が
七
頁
あ
っ
て
か
ら
丈

　
　
　
策
ナ
四
塗
　
　
紹
　
　
卜

書
の
懸
課
．
「
こ
其
解
設
及
び
脚
註
に
二
露
五
頁
を
費
．
さ
れ
て
み
る
α

丈
書
は
最
も
原
文
に
近
い
形
で
、
正
し
き
意
味
を
徳
へ
ん
，
こ
試
み

ら
れ
、
各
文
書
の
は
じ
め
毎
に
そ
れ
の
｝
般
的
性
質
の
三
明
、
圏

有
名
詞
に
就
い
て
要
領
を
得
た
註
繹
、
或
は
臨
書
の
意
味
す
る
封

建
的
特
色
に
就
い
て
の
適
切
な
指
鏑
が
見
得
ら
れ
て
、
始
め
て
此

等
の
資
料
に
接
す
る
歓
米
の
學
者
に
も
文
書
の
意
味
の
理
解
に
困

難
を
感
じ
な
い
で
あ
ら
う
だ
け
の
用
意
が
備
へ
ら
れ
て
、
倫
入
來

院
家
譜
の
解
説
三
十
八
頁
、
こ
索
引
二
十
一
頁
、
こ
が
附
加
さ
れ
て
る

る
。
斯
る
忠
實
な
る
紹
介
に
依
っ
て
、
入
來
院
文
書
は
始
め
て
箪

な
る
日
本
の
西
南
に
お
け
る
一
地
方
の
現
象
こ
し
て
で
な
く
、
入

間
生
活
の
一
記
録
嘔
こ
し
て
世
界
的
に
理
解
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
巻

末
に
丈
短
が
附
加
さ
れ
て
娠
文
ご
の
二
丁
に
便
を
蹴
ハ
へ
ら
れ
て
る

る
〔
黍
，
～
〕

　
　
働
明
治
維
新
更
　
　
　
　
　
　
　
井
野
邊
茂
雄
著

　
本
書
は
ロ
ゴ
ス
叢
瞥
の
第
二
編
、
こ
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
、

筆
を
黒
船
の
渡
來
に
起
し
、
安
政
の
臨
國
、
公
武
の
衝
突
，
公
武

の
合
鍵
，
討
幕
ω
機
藩
、
王
政
復
古
、
維
新
の
磯
果
、
結
論
の
八

章
に
分
ち
て
明
治
維
新
奥
．
の
梗
概
を
辮
開
に
叙
蓮
し
て
あ
る
。
全

　
　
　
　
　
　
第
三
競
　
一
二
一
　
ハ
凶
四
三
）


